
子発第号

令和年月日 

   都道府県知事 

市区町村長

    

 

厚生労働省子ども家庭局長

 公 印 省 略   

 

「「認可外保育施設指導監督基準」に定める認可外の居宅訪問型保育事業等における

保育に従事する者に関する研修について」の一部改正について通知 

認可外保育施設における保育に従事する者の資格については、「認可外保育施設に

対する指導監督の実施について」平成 13 年月 29 日雇児発第 177 号厚生労働省雇

用均等・児童家庭局長通知の別添「認可外保育施設指導監督基準」において定めて

いるところであり、児童福祉法昭和 22年法律第 164号。以下「法」という。第

条の第項又は同条第 12 項に規定する業務を目的とする施設日に保育する乳

幼児の数が人以下のものに限る。の場合、保育に従事する者のうち人以上が、

並びに法第条の第 11 項に規定する業務を目的とする施設の場合、保育に従事す

る全ての者が、「保育士若しくは看護師の資格を有する者又は都道府県知事等が行う

保育に従事する者に関する研修都道府県知事等がこれと同等以上のものと認める市

町村長特別区の長を含む。その他の機関が行う研修を含む。以下同じ。を修了し

た者であること。」としている。 

「都道府県知事等が行う保育に従事する者に関する研修」については、「「認可外保

育施設指導監督基準」に定める認可外の居宅訪問型保育事業等における保育に従事す

る者に関する研修について」令和年月 31 日子発 0331 第号厚生労働省こども

家庭局長通知によりお示ししているところ、今般、別紙のとおり当該通知の改正を

行い、令和年月 28 日から適用することとしたので、内容を十分に御了知の上、

その運用に遺漏なきを期されたい。 

各 殿 



 

○
「
「
認
可
外
保
育
施
設
指
導
監
督
基
準
」
に
定
め
る
認
可
外
の
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
等
に
お
け
る
保
育
に
従
事
す
る
者
に
関
す
る
研
修
に
つ
い
て
」
新
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対
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
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令
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
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都
道
府
県
知
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指
定
都
市
市
長
 
殿
 

中
核
市
市
長

 

児
童
相
談
所
設
置
市
市
長

 

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
長

 


公

印
省

略


  

「
認
可
外
保
育
施
設
指
導
監
督
基
準
」
に
定
め
る
認
可
外
の
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
等
 

に
お
け
る
保
育
に
従
事
す
る
者
に
関
す
る
研
修
に
つ
い
て
 

  

認
可
外
保
育
施
設
に
お
け
る
保
育
に
従
事
す
る
者
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
「
認
可
外

保
育
施
設
に
対
す
る
指
導
監
督
の
実
施
に
つ
い
て
」

平
成
1
3
年

月
2
9
日
雇
児
発
第

1
7
7
号
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
通
知

の
別
添
「
認
可
外
保
育
施
設
指

導
監
督
基
準
」
に
お
い
て
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
児
童
福
祉
法

昭
和
2
2
年
法

律
第

1
6
4
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。

第

条
の

第

項
又
は
同
条
第
1
2
項
に
規
定

す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設


日
に
保
育
す
る
乳
幼
児
の
数
が

人
以
下
の
も
の

に
限
る
。

の
場
合
、
保
育
に
従
事
す
る
者
の
う
ち

人
以
上
が
、
並
び
に
法
第

条

の

第
1
1
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
の
場
合
、
保
育
に
従
事
す
る
全
て

の
者
が
、
「
保
育
士
若
し
く
は
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
者
又
は
都
道
府
県
知
事
等
が

行
う
保
育
に
従
事
す
る
者
に
関
す
る
研
修

都
道
府
県
知
事
等
が
こ
れ
と
同
等
以
上
の

も
の
と
認
め
る
市
町
村
長

特
別
区
の
長
を
含
む
。

そ
の
他
の
機
関
が
行
う
研
修
を

含
む
。
以
下
同
じ
。

を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。
」
と
し
て
い
る
。
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の
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保
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け
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保
育
に
従
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す
る
者
に
関
す
る
研
修
に
つ
い
て
 

  

認
可
外
保
育
施
設
に
お
け
る
保
育
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従
事
す
る
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の
資
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に
つ
い
て
は
、
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認
可
外
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施
設
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す
る
指
導
監
督
の
実
施
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い
て
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平
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1
3
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
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2
9
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雇
児
発
第

1
7
7
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厚
生
労
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省
雇
用
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・
児
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家
庭
局
長
通
知
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別
添
「
認
可
外
保
育
施
設
指

導
監
督
基
準
」
に
お
い
て
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
児
童
福
祉
法

昭
和
2
2
年
法

律
第

1
6
4
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。

第

条
の

第

項
又
は
同
条
第
1
2
項
に
規
定

す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設


日
に
保
育
す
る
乳
幼
児
の
数
が

人
以
下
の
も
の

に
限
る
。

の
場
合
、
保
育
に
従
事
す
る
者
の
う
ち

人
以
上
が
、
並
び
に
法
第

条

の

第
1
1
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
の
場
合
、
保
育
に
従
事
す
る
全
て

の
者
が
、
「
保
育
士
若
し
く
は
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
者
又
は
都
道
府
県
知
事
等
が

行
う
保
育
に
従
事
す
る
者
に
関
す
る
研
修

都
道
府
県
知
事
等
が
こ
れ
と
同
等
以
上
の

も
の
と
認
め
る
市
町
村
長

特
別
区
の
長
を
含
む
。

そ
の
他
の
機
関
が
行
う
研
修
を

含
む
。
以
下
同
じ
。

を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。
」
と
し
て
い
る
。
 



 

今
般
、
「
都
道
府
県
知
事
等
が
行
う
保
育
に
従
事
す
る
者
に
関
す
る
研
修
」
に
つ
い

て
、
下
記
の
と
お
り
定
め
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
内
容
を
十
分
に
御
了
知
の
上
、
都
道

府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市
及
び
児
童
相
談
所
設
置
市

以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い

う
。

に
お
か
れ
て
は
、
貴
管
内
の
市
町
村

特
別
区
を
含
み
、
指
定
都
市
、
中
核
市

及
び
児
童
相
談
所
設
置
市
を
除
く
。

へ
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
運
用
に
遺

漏
な
き
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

こ
の
通
知
は
令
和

年

月

日
か
ら
施
行
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
「
「
認
可
外
保
育

施
設
指
導
監
督
基
準
」
に
定
め
る
認
可
外
の
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
等
に
お
け
る
保
育

に
従
事
す
る
者
に
関
す
る
研
修
に
つ
い
て
」

令
和
元
年

月

2
0
日
子
発
0
9
2
0
第

号

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
長
通
知

は
廃
止
す
る
。
 

な
お
、
本
通
知
は
地
方
自
治
法

昭
和

2
2
年
法
律
第
6
7
号

第

2
4
5
条
の

第

項
の

規
定
に
基
づ
く
技
術
的
助
言
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。
 

 

記
 

 


 

略

 

  
別
添

都
道
府
県
等
が
行
う
研
修
と
同
等
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
都
道
府
県
知
事
等

が
認
め
る
基
準
に
つ
い
て

 
 
法
人
基
準
 


略


 
 
研
修
基
準
 

 
実
施
す
る
研
修
の
内
容
と
し
て
、
以
下
の
点
を
確
認
す
る
。
 








 

略

 




オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修
を
実
施
す
る
場
合
の
留
意
点
 

 
 
本
研
修
が
「
保
育
士
若
し
く
は
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
者
」
で
は
な
い
者
が
受

講
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
に
留
意
の
上
、
実
施
す
る
こ
と
。
 

・
研
修
事
業
者
は
、
研
修
の
申
込
み
に
あ
た
り
、
本
人
確
認
が
で
き
る
よ
う
、

受
講
希
望
者
に
対
し
顔
写
真
デ
ー
タ
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
。
 

 
 
・
 
研
修
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
ラ
イ
ブ
配
信
の
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
を
原
則
と

今
般
、
「
都
道
府
県
知
事
等
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行
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保
育
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従
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す
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す
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い

て
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定
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内
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の
上
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指
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
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談
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、
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運
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に
さ
れ
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い
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等
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け
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研
修
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2
0
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局
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止
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お
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自
治
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2
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6
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
第

2
4
5
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の

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項
の

規
定
に
基
づ
く
技
術
的
助
言
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。
 

 

記
 

 


 

略

 

  
別
添

都
道
府
県
等
が
行
う
研
修
と
同
等
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
都
道
府
県
知
事
等

が
認
め
る
基
準
に
つ
い
て

 
 
法
人
基
準
 


略


 
 
研
修
基
準
 

 
実
施
す
る
研
修
の
内
容
と
し
て
、
以
下
の
点
を
確
認
す
る
。
 








 

略

 


新
設

 

    



 

す
る
。
ま
た
、
研
修
事
業
者
は
、
研
修
受
講
者
に
対
し
、
研
修
受
講
中
は
顔
を

画
面
上
に
投
影
す
る
こ
と
を
求
め
る
等
、
常
時
研
修
申
込
者
自
身
が
確
実
に
研

修
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 
 
・
 
演
習
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
研
修
事
業
者
は
、
研
修
受
講
者
を
少
人
数


円
滑
に
意
見
交
換
を
行
う
観
点
か
ら
、



人
程
度
と
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
等
、
必
要
な
機
能
を
備
え
た

ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
。
 

・
 
研
修
事
業
者
は
、
受
講
者
に
対
し
、
科
目
毎
の
確
認
テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー
ト
提

出
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
受
講
者
が
研
修
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
か
確
認
し
、
評
価
を
行
う
こ
と
。
こ
の
際
、
研
修
を
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
な
い
方
法
で
受
講
す
る
者
に
つ
い
て
も
同
一
の
方
法
で
確
認
を
行
う
こ

と
。
 

 
 
・
 
研
修
受
講
方
法
で
習
熟
度
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
受
講
者
か

ら
の
質
問
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
等
を
備
え
る
こ
と
。

・
 
希
望
す
る
受
講
者
同
士
が
自
由
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

研
修
終
了
後
の
時
間
等
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
交
流
の
場
を
設
け
る
等
の
工
夫
を

行
う
こ
と
。

 
 
・
 
次
回
以
降
の
研
修
実
施
に
向
け
、
研
修
の
実
施
方
法
等
に
関
し
、
受
講
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
等
に
よ
り
、
継
続
的
に
工
夫
を
行
う
こ
と
。
 

 
 
・
 
研
修
事
業
者
は
、
映
像
や
音
声
の
ト
ラ
ブ
ル
を
可
能
な
限
り
回
避
す
る
よ

う
、
事
前
に
接
続
テ
ス
ト
等
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
受
講
者
に
対
し

て
も
同
様
に
事
前
の
接
続
テ
ス
ト
等
を
促
す
こ
と
。
機
器
ト
ラ
ブ
ル
等
に
よ
り

受
講
者
の
研
修
修
了
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
研
修
事
業
者
が
用
意
し
た
、
集

合
型
の
ラ
イ
ブ
配
信
会
場
に
参
加
さ
せ
る
等
、
受
講
者
が
研
修
科
目
を
漏
れ
な

く
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
受
講
の
利
便
性
に
配
慮
を
行
う
こ
と
。

 
 
・
 
実
技
講
習
に
関
し
て
は
、
受
講
者
自
身
が
実
際
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
対
面
で
行
う
こ
と
。

 




フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

 

 
 
・
 
研
修
修
了
後
、
継
続
的
に
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
て
は
、
計
画
的
に
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
む
。

を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。
 


1
0

そ
の
他
 


削
除


  

                    


 
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
 

 
 
・
 
研
修
修
了
後
、
継
続
的
に
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
て
は
、
計
画
的
に
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
 

 


そ
の
他
 

・
な
お
、
デ
ジ
タ
ル
化
等
も
踏
ま
え
、
実
習
な
ど
の
一
部
の
科
目
を
除
き
、
e
ラ

ー
ニ
ン
グ
等
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
研
修
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
実
施
方

法
や
受
講
者
の
修
了
評
価
の
方
策
等
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
令



 

    
そ
の
他


略

 

 

和

年
度
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
、
「
令
和

年
度
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
推
進
調
査
研
究
事
業
「
認
可
外
の
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
 
等

に
係
る
研
修
の
実
施
に
関
す
る
調
査
研
究
」
」
の
報
告
書
の
内
容
等
も
踏
ま

え
、
改
め
て
基
準
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
 

 


そ
の
他


略

 

 

 


